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＜効果と成果＞

（特非）ミャンマーKOBE

ミャンマー人への支援・交流事業

場所

(職名）

理事長

【カテイン祭りin KOBE】
ミャンマーの伝統的な仏教の祭りであるカテイン祭りを新長田で開催
した。感謝の思いを込めてお金を寄付し料理を提供する祭りで、神戸
を中心に全国から参加があった。

令和6年11月24
日(日)

地域づくり活動NPO事業助成事業　実績報告

活動内容

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入）

【衣食住にかかる生活用品の支給】
日本で暮らすミャンマー人にとって日本の冬の寒さは厳しい。生活が
苦しいミャンマー人を対象に、寄付を受けた冬用の服や寝具及び食
料・衛生用品等を支給した。

【ミャンマーに関する活動の市民等への紹介】
ミャンマーに接するタイで図書館運営や少数民族の子どもたちの教育
支援を行う堀内氏が主宰する「アークどこでも本読み隊」の協力を得
て、「本は世界の窓～全盲の私がタイで図書館を始めた理由～」の写
真展を開催した。併せて、堀内氏による市民を対象とした講演会も開
催した。

令和6年11月
～12月　21回

令和6年10月28
日(月)～11月8
日(金）

【水かけ祭りin KOBE】
ミャンマーの仏教徒による新年を祝する行事。神聖な水で身を清める
儀式。ミャンマーの伝統的な踊り、音楽、料理もあり、神戸を中心に
多くの参加があった。

【ゆかたまつり】
ミャンマー人に日本文化を体験して頂くことを目的に須磨寺での「ゆ
かたまつり」に参加した。須磨区の市民ボランティアに着付けの協力
をして頂き、交流を深めることができた。

令和6年8月25
日（日）

代表者名

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記

【生活相談の実施】
当法人の理事長・理事等が、生活、居住、学校、仕事等の相談に、電
話・メール・対面等により対応した。

(氏名）

猶原　信男
団体名

事業名

年月日

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で
記入

令和6年4月～
令和7年2月
42回

令和6年6月9日
（日）

〇冬服衣料・寝具等の支給会については、日本人、ミャンマー人の多くのボランティアの協力を得て実施
することができた。支給する物品は、冬物衣料・寝具、食料等であり。多くの市民から寄付を頂き、寒く
なる11月～年末にかけて5回実施し、700人を超えるミャンマー人に支給することができた。
〇ミャンマー人の生活、居住、学校、職業等の相談に対応することができ、生活の安定に繋がった。
〇ミャンマーの伝統行事の開催については、「水かけ祭り」と「カテイン祭り」を開催した。ミャンマー
人同士の交流及び市民へのミャンマー文化の発信につながった。
〇ミャンマーに関する写真展や講演会を開催することにより、一般市民等にミャンマーへの理解を深め
て頂くことができた。
〇「ゆかたまつり」では、日本文化に触れることができ、市民との交流も促進された。

電話等

メリケンパー
ク

須磨寺

ふたば学舎

ひょうご国際
プラザ交流
ギャラリー

ピフレ新長田
等



＜今後の展望＞

＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

４３,０００

３５０,０００

１５０,０００

５００,０００

地域づくり活動NPO事業助成金

自己資金等

３４５,７１６

１１０,４５５

８７,９９９

７１,９８２

６１６,１５２

１５９,５１５

７７５,６６７

項　　　目

消耗品費

会場費

使用料

その他（謝金等）

間接経費（一般管理費）

助成対象金額（円）
区分

２７５,６６７

１８８,０００

６６,０００

５３,０００

項　　　目 金　額（円)

５００,０００

金　額（円)

小　計

合　計

合　計

直
　
接
　
経
　
費

７７５,６６７

左のうち

〇今回計画していた事業は、滞りなく実施し、冬服衣料等の支給会をはじめ、大きな成果を得たと認識し
ている。
〇ミャンマー本国での民主化の見通しが不透明ななか、日本に入国するミャンマー人は増加の一途をた
どっている。神戸在住のミャンマー人においては、帰国もままならない状況において、アルバイトを含む
仕事、学校、住居等生活全般について、多くの困難を抱えており、当法人としては、関連する団体やボラ
ンティア等と連携をとり、引き続きミャンマー人の生活全般についての支援を行っていく。


